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表紙の解説
ブリの標識放流

現在、日本海区水産研究所では、背中にダート型のタグ（ダートタグ）を取り付けて標識放流調査を
行っています。本編で紹介したアーカイバルタグは詳細な回遊経路が記録できる一方、測器自体が高額な
ため、対象とする個体数が限られてしまいます。これに対して、価格の安価なダートタグは放流位置と再
捕獲位置の情報しか得られませんが、多数の個体に適用できるというメリットがあります。私たちは様々
な方法を組み合わせて、ブリの回遊生態解明を目指しています。もしも、アーカイバルタグやダートタグ
の付いたブリを見つけましたら、ぜひご一報ください。




